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ことに似ている(ibid., p. 259)。例えば、ある人 A が知り合いの B について「彼女は魔女だ」
と嘘をついて、他の知り合いのC に B が魔女であることを信じさせようとしているとしよ
う。このとき、A はその発話を嘘をつくために使用している。これと同じように、A は同




































ない。つまり、「言葉は画像と交換するには適さない硬貨なのである」(ibid., p. 263)。 
二つ目はそもそも「私たちが気付かされることの多くは性格上命題的なものではない」








































































































という発話をしたとしよう。このとき、話者 A の最初の意味は「C が来た」であり、また
解釈者B の最初の意味も「C が来た」となるだろう。なぜなら、この場面では二人のあい
だでは了解があるので、A はすでに事前理論のレベルにおいて、B は「エミューが来た」





















どき、熱すぎるほどに天国の目は輝く sometimes too hot the eye of heaven shines」を取り上げ、
この文を私たちが、太陽はときどきまぶしすぎるくらいに輝く the sun sometimes shines too 







した（と私たちが想定する）からである」(ibid., p. 173)。 
























































B に向かって、共通の友人であるC について「C はエミューだ」をメタファーとして解釈
されるべきものとして発話したとしてみよう。このとき、Davidson の考えでは、B が当座
理論において A と一致できるかどうか、あるいはB の解釈プロセスが当座理論を話者が意
図した解釈の仕方へと修正していくことで「合意と理解の漸近線」（ibid., p. 101）を描くも
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